
毎月１５日号には、生涯学習だより「ひろば」が折り込まれています。
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後列（左から） 福島英夫さん、逸見千代さん、森田雄一さん、　福島英夫さん、逸見千代さん、森田雄一さん、 
安部弘隆さん、内田忠雄さん

前列（左から） 松原輝進さん、梅沢盛さん、西田輝男さん、　松原輝進さん、梅沢盛さん、西田輝男さん、 
原嶋弘さん、原田實さん

後列（左から） 小泉和正さん、工藤シゲ子さん、　小泉和正さん、工藤シゲ子さん、 
松崎美枝子さん、久保田哲夫さん松崎美枝子さん、久保田哲夫さん　

前列（左から） 五明新太郎さん、中川貴夫さん、原田正行さん、　五明新太郎さん、中川貴夫さん、原田正行さん、 
出口蓮子さん、大沢明雄さん、竹中邦子さん、出口蓮子さん、大沢明雄さん、竹中邦子さん、 
松野萠さん

人口と世帯数

緑につつまれ友愛に満ちた
市民のまち稲城　　　　　

（前月比）平成28年11月1日現在
（20人増）88,918人人口
（30人増）44,826人男
（10人減）44,092人女

（26世帯増）38,738世帯世帯数
※人口及び世帯数は、住民基本台帳に
　よるものです。

自治功労表彰受章者一覧
　長く公務に従事し、市政の振興に功労のあった方々です（敬称略）。

元青少年問題協議会委員松原　輝進（百村）
土地区画整理審議会委員梅沢　盛（大丸）
元土地区画整理審議会委員小林　定之（杉並区）
土地区画整理審議会委員西田　輝男（矢野口）
土地区画整理審議会会長原嶋　弘（矢野口）
土地区画整理審議会委員原田　實（矢野口）
土地区画整理審議会委員福島　英夫（東長沼）
土地区画整理審議会委員逸見　千代（矢野口）
土地区画整理審議会委員森田　雄一（大丸）
土地区画整理評価員安部　弘隆（調布市）
土地区画整理評価員内田　忠雄（百村）
土地区画整理評価員五明　新太郎（世田谷区）
土地区画整理評価員中川　貴夫（町田市）
元自然環境保全審議会委員原田　正行（矢野口）
廃棄物減量等推進審議会委員出口　蓮子（大丸）
稲城市立小・中学校学校医菊池　合子（百村）
稲城市立中学校学校歯科医、保育園歯科医大沢　明雄（調布市）
稲城市立小・中学校学校薬剤師竹中　邦子（川崎市）
稲城市立小・中学校学校薬剤師松野　萠（矢野口）
福祉事務所嘱託医小泉　和正（座間市）
民生委員、児童委員会長工藤　シゲ子（東長沼）
民生委員、児童委員松崎　美枝子（東長沼）
元人権擁護委員久保田　哲夫（若葉台）一般表彰の皆様は2面でご紹介しています

○C K.Okawara・Jet Inoue

稲城稲城
なしのすけなしのすけ

（3）わがまちいなぎ2016主
な
記
事

（3）市長コラム
（4）職員募集
　受診しましょう！

（6）平成28年度がん検診　　
（8）イルミネーション

市では、市政に功労のあった方を市政施行記念日に併せて表彰しています。
今年は自治功労表彰として市政の振興に功労のあった方23人、

一般表彰として市民の安全、地域活動の向上、文化や体育の振興に尽力された方など
12人と4団体が11月1日に表彰されました。

平成28年度平成28年度 市政功労者を表彰

後列（左から）　福島英夫さん、逸見千代さん、森田雄一さん、 
安部弘隆さん、内田忠雄さん

前列（左から）　松原輝進さん、梅沢盛さん、西田輝男さん、 
原嶋弘さん、原田實さん

後列（左から）　小泉和正さん、工藤シゲ子さん、 
松崎美枝子さん、久保田哲夫さん　

前列（左から）　五明新太郎さん、中川貴夫さん、原田正行さん、 
出口蓮子さん、大沢明雄さん、竹中邦子さん、 
松野萠さん
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市では、市政に功労のあった方を市政施行記念日に併せて表彰しています。
今年は自治功労表彰として市政の振興に功労のあった方23人、

一般表彰として市民の安全、地域活動の向上、文化や体育の振興に尽力された方など
12人と4団体が11月1日に表彰されました。

平成28年度 市政功労者を表彰



28・11・15 代表電話は042－378－2111　（2）

 ■費 費用（記載のない場合は無料）　■申 申込方法（記載のない場合は不要）　■限 申込期限　■先 申込先　■主 主催　■共 共催　■問問い合わせ

後列（左から） 長谷川トシ子さん、　長谷川トシ子さん、（有）稲（有）稲城防災設備（奈良部さん）、、 
（株）インターメディアリー（種田さん）、、 
国際ソロプチミスト稲城（松原さん）、、 
日本フイルコン（株）（名倉さん）（株）（名倉さん）、福永好克さん

前列（左から） 安西ハツヱさん、森田江見さん　安西ハツヱさん、森田江見さん（代理）、、 
野坂宏さん（代理）、遠藤政子さん、、遠藤政子さん、 
前田チヱ子さん、木崎充教さん、島津光さん

一般表彰受章者一覧
　市民の安全、地域活動の向上、文化や体育の振興などに尽力された
方々です（敬称略）。

後列（左から）　長谷川トシ子さん、（有）稲城防災設備（奈良部さん）、 
（株）インターメディアリー（種田さん）、 
国際ソロプチミスト稲城（松原さん）、 
日本フイルコン（株）（名倉さん）、福永好克さん

前列（左から）　安西ハツヱさん、森田江見さん（代理）、 
野坂宏さん（代理）、遠藤政子さん、 
前田チヱ子さん、木崎充教さん、島津光さん
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社会福祉功労
介護予防教室リーダー安西　ハツヱ（矢野口）
元介護予防教室リーダー（故）森田　江見（矢野口）

保健衛生功労・環境保全功労
元稲城市獣医師会会長、元稲城市まち
をきれいにする市民協議会会長（故）野坂　宏（矢野口）

安全対策功労
稲城市女性防火クラブ理事遠藤　政子（東長沼）
稲城市女性防火クラブ副会長・理事前田　チヱ子（矢野口）

地域活動功労
和太鼓の会　鼓遊　頭木崎　充教（向陽台）

社会体育功労
稲城市体育協会理事、柔道連盟副会長島津　光（坂浜）
稲城市弓道連盟副会長・理事長谷川　トシ子（東長沼）

徳行
防犯機材の寄附（有）稲城防災設備（東長沼）
書籍の寄附（株）インターメディアリー（矢野口）
金員の寄附河内　中（渋谷区）
金員の寄附国際ソロプチミスト稲城（百村）
金員の寄附千木良　富士枝（東長沼）
金員の寄附日本フイルコン（株）（大丸）

特に功労顕著な方
元稲城市民憲章推進協議会副会長田林　利行（平尾）
元稲城市財産価格審査委員会委員福永　好克（東長沼）

　品評会では出品された244点の中から、
東京都知事賞など30点が優秀賞に選ば
れ、表彰式が行われました。
■問経済観光課農政係

地域名出品者品種品目部門優秀賞名
矢野口小山　正男新高梨果実東京都知事賞
坂浜市村　裕子土垂里芋野菜東京都知事賞
坂浜伊藤　幹男ドウダンツツジ植木植木※東京都知事賞
押立金井　司新高梨果実稲城市長賞
百村福島　利光千両二号ナス野菜稲城市長賞
若葉台�野　廉明富士二○六生椎茸茸稲城市長賞
坂浜伊藤　幹男花水木植木植木※稲城市長賞
百村内田　増雄南部徳利芋長芋類野菜稲城市議会議長賞
坂浜市村　重幸紅あずま甘薯野菜稲城市農業委員会長賞
坂浜伊藤　幹男姫シャラ植木植木※東京都産業労働局長賞
矢野口城所　貞夫新高梨果実東京都農業振興事務所長賞
矢野口小泉　貴之京しずくキュウリ野菜東京都農業会議会長賞
大丸千代　茂ネオアース玉ねぎ野菜東京都農業改良普及事業協議会長賞
百村福島　利光東京御所柿果実東京都南多摩農業改良普及事業協議会長賞
坂浜市村　忠雄ファイターブロッコリー野菜東京南農業協同組合代表理事組合長賞
東長沼田中　利明新高梨果実東京都農業協同組合中央会長賞
矢野口小山　美智子新高梨果実全国農業協同組合連合会東京都本部長賞
矢野口小泉　貴之桃太郎ギフトトマト野菜全国共済農業協同組合連合会東京都本部長賞
坂浜伊藤　幹男ドウダンツツジ植木植木※東京都信用農業協同組合連合会長賞
坂浜伊藤　幹男モッコク植木植木※東京都植木農業協同組合代表理事組合長賞
若葉台�野　澄子富士二○六椎茸ほだ木茸東京都椎茸生産組合連合会長賞
矢野口城所　理衣新高梨果実東京都果実生産団体協議会長賞
押立横田　征也新高梨果実東京都農業共済組合長賞
矢野口笹久保　弘新高梨果実稲城の梨生産組合長賞
百村岡田　努－ショウガ野菜東京南農業協同組合稲城地区野菜部会長賞
坂浜伊藤　幹男姫シャラ盆栽植木※稲城市植木花卉生産振興会長賞
百村内田　竹彦富士二○六椎茸ほだ木茸稲城市特殊林産生産組合長賞
東長沼篠崎　益朗東京ゴールドキウイフルーツ果実第46回稲城市産業まつり実行委員会委員長賞
平尾宮田　光治とうや馬鈴薯野菜第46回稲城市産業まつり実行委員会委員長賞
押立木村　敏幸タイサンボク植木植木※第46回稲城市産業まつり実行委員会委員長賞

※植木の正式部門名は「植木・花卉・盆栽」です。▲新高（梨）で都知事賞に輝いた小山さん

第第4466回回
稲稲城城市市産産業業ままつつりり

農農産産物物
品品評評会会受受賞賞者者
（（右右表表参参照照））
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▲市の鳥「チョウゲンボウ」
の発表。

▲びっくり市には姉妹都市・
友好都市も出店。

▲農産物品評会では市内で生
産された農産物を展示。

▲ファミリースポーツフェス
タは２日間行われ、様々なス
ポーツの体験ができました。

▲和太鼓コンテスト最優秀賞
受賞団体「鼓遊」のステージ。

▲白バイやパトカーが展示さ
れ、親子で交通安全を学びま
した。

▲楽しく第九を歌う会（写真
上）、和太鼓コンテスト（写
真下）

▲市民文化祭（展示部門）・
芸術祭では、様々な創作品を
発表。
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さ
れ
て
い
ま
し

た
。
一
方
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
地
区
入
居
開
始
に
合
わ
せ
て

平
成
２
年
か
ら
は
Ｕ
Ｒ
・
東
京

都
の
主
導
に
よ
り
城
山
公
園（
向

陽
台
）
で
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
多

摩
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
多
摩

が
平
成　

年
を
最
後
に
中
止
と

１０

な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
平
成　

年
に
市
民
検
討
会

１１

が
組
織
さ
れ
、
市
民
祭
の
あ
り

方
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

こ
の
結
果
、
新
旧
住
民
の
新

た
な
交
流
の
場
と
し
て
祭
の
果

た
す
役
割
は
大
き
い
等
の
意
見

を
踏
ま
え
、
平
成　

年
５
月
に

１３

城
山
公
園
で
「
第
１
回
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
各
部
門
の
意
見

に
よ
り
平
成　

年　

月
に
「
第

１４

１０

１
回
Ｉ
の
ま
ち
い
な
ぎ
市
民
祭
」

と
し
て
中
央
公
園
で
の
合
同
開

　

今
年
は
稲
城
市
が
町
か
ら
市

に
な
り　
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

４５

　

周
年
を
目
前
に
記
念
事
業
と

５０し
て
は
控
え
め
に
し
ま
し
た
が
、

「
市
の
鳥
の
制
定
」
に
つ
き
ま

し
て
は
市
民
祭
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
発
表
し
ま
し

た
。

　

市
の
鳥
は
、　

人
の
市
民
会

１０

議
で
８
種
類
の
候
補
を
選
定
し
、

８
月　

日
〜
９
月　

日
に
市
民

１５

１５

投
票
を
実
施
し
ま
し
た
。
結
果

は
、
投
票
総
数
１
１
４
８
票
中

約　

パ
ー
セ
ン
ト
の　

票
を
獲

２４

２８１

得
し
た
「
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
」

が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
稲
城
市

の
生
態
系
の
豊
か
さ
を
示
す
シ

ン
ボ
ル
的
な
鳥
で
あ
り
、
近
隣

市
で
は
選
定
さ
れ
た
例
が
な
く
、

稲
城
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
示

す
良
い
選
定
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

市
民
祭
は
来
場
者
数
も
年
々

増
え
、
ま
ち
の
活
性
化
に
寄
与

す
る
重
要
な
事
業
に
成
長
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
市
民

実
行
委
員
会
に
よ
る
市
民
の
た

め
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
更
に

多
く
の
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
お
祭
り
に
す
べ
く
、
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

稲城市長
�橋　勝浩

催
と
な
っ
て
現
在
ま
で
継
続
し

て
お
り
、
今
年
は　

回
目
と
な

１５

り
ま
し
た
。

　

今
回
は　
月
２
日
開
催
の「
楽

１０

し
く
第
九
を
歌
う
合
唱
団
２
０

１
６
演
奏
会
」
を
市
民
祭
ふ
れ

あ
い
ま
つ
り
部
門
の
一
環
と
し

て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
第
九
の
演
奏
会
は
今
年
で

３
年
目
で
し
た
が
、
市
民
祭
コ

ン
サ
ー
ト
と
し
て
位
置
付
け
る

こ
と
に
よ
り
今
後
継
続
し
て
実

施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
和
太
鼓
コ
ン
テ
ス
ト

は
年
々
参
加
希
望
者
が
増
え
、

当
日
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
組
数
に

限
界
が
あ
る
た
め
、
別
日
程
の

　

月　

日
に
開
催
し
、
合
わ
せ

１０

１０

て
部
門
数
も
単
一
か
ら
３
部
門

に
拡
大
し
ま
し
た
。
「
小
学
校

ク
ラ
ブ
活
動
の
部
」
で
は
６
団

体
が
参
加
し
世
田
谷
区
立
東
深

沢
小
学
校
（
和
太
鼓
チ
ー
ム
こ

ざ
く
ら
）
が
優
勝
、
「
青
少
年

の
部
」
で
は
４
団
体
が
参
加
し

聖
徳
学
園
中
学
高
等
学
校
が
優

勝
、
「
一
般
の
部
」
で
は
５
団

体
が
参
加
し
稲
城
の
鼓
遊
が
優

勝
し
、
市
民
祭
当
日
に
演
奏
を

披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

稲
城
市
内
に
限
ら
ず
オ
ー
プ

ン
参
加
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、

強
豪
チ
ー
ム
と
切
磋
琢
磨
し
、

結
果
と
し
て
稲
城
の
和
太
鼓
レ

ベ
ル
の
向
上
に
つ
な
が
れ
ば
喜

ば
し
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

和
太
鼓
は
稲
城
と
呼
ば
れ
る
よ

う
、
皆
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

更
に　

月
５
〜
６
日
に
は
ｉ

１１

プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
に
て
ス
テ
ー
ジ

部
門
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
を
含
め
る
と
、
市
民
祭
も
約

１
カ
月
に
わ
た
る
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
に
成
長
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

環境 環境 
201620162016
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　市内在住で、臨床検査技師である渡邉さんは、ＪＩＣＡ青年海外
協力隊として、平成28年9月～平成30年9月の2年間アフリカのガ
ーナへボランティア派遣されています。
　ＪＩＣＡは開発途上国が抱える課題解決を支援する国際協力を行
っています。渡邉さんは感染症・エイズ対策担当として、派遣地域
を巡回し、保健サービスを支援します。また、派遣地域での保健デ
ータを管理・活用することが業務です。現地のスタッフは、臨床検
査技師として感染症の検査の経験がある渡邉さんに、検査室をぜひ
見てほしいと期待を膨らませているそうです。
　ボランティア参加のきっかけは、渡邉さんが高校生の時に青年海
外協力隊に参加した方の話を聞いたことでした。病院勤務を経て培
った経験や知識で誰かの役に立ちたいと考え、参加を決めました。
　派遣先はガーナの中でも未開の地で、生活水が雨水である等、今
までの生活とは大きく変わります。過酷な環境に臨む渡邉さんは「不
安は数えきれないが、得られるものが多い。現地での苦しみを共感
して学び、帰国してから経験を活かしていきたい」と意気込みを語
ってくれました。

分
別
を
徹
底
し
よ
う

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
は
有
害
物

　

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー

缶
、
ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
な
ど
引
火
性

の
強
い
も
の
が
、
分
別
さ
れ
ず
に

燃
え
る
ご
み
や
燃
え
な
い
ご
み
に

混
入
し
て
出
さ
れ
る
と
、
収
集
車

や
施
設
の
火
災
の
原
因
と
な
り
、

収
集
車
や
施
設
、
作
業
員
の
事
故

大
切
な
お
も
ち
ゃ
を
直
し
ま
す

お
も
ち
ゃ
の
病
院

　

リ
ユ
ー
ス
の
精
神
を
育
む
た
め

の
「
お
も
ち
ゃ
の
病
院
」
を
開
院

し
ま
す
。

　

当
日
は
、
症
状
を
伺
い
ま
す
の

で
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
、
壊
れ

た
お
も
ち
ゃ
を
持
っ
て
ご
来
場
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
取
扱
説
明
書
な

ど
が
あ
れ
ば
一
緒
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

■定
 
　

組
程
度
（
予
約
優
先
）

２０
■費
 

無
料
（
部
品
交
換
の
場
合
は
実

費
負
担
）

月

日（
土
）に
開
催

１2

１0

環
境
学
習
セ
ン
タ
ー
イ
ベ

ン
ト

○
酵
素
の
力
で
生
ご
み
を
分
解
・

消
化
し
ま
す
。

○
電
気
を
使
い
ま
せ
ん
。

◆
共
通
事
項

■日
 
　

月　

日（
土
）

１２

１０

■時
 

午
前　

時
〜
正
午
ご
ろ

１０

■場
 

環
境
学
習
セ
ン
タ
ー

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
（
自
転
車
の
駐
輪
は
可
）
。

■先
 

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル

係

▲流し踊り（オープニング）

▲市の鳥「チョウゲンボウ」の
発表

わ
た
し
た
ち
の
ご
み
は
ど

こ
へ
行
く
の
？

　

皆
さ
ん
の
家
庭
か
ら
出
た
ご
み

は「
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
多
摩
川
」

で
焼
却
さ
れ
、
発
生
し
た
全
て
の

灰
は
、
日
の
出
町
に
あ
る
東
京
た

ま
広
域
資
源
循
環
組
合 
二  
ツ  
塚 
処

ふ
た 
つ 
づ
か

分
場
内
の
「
東
京
た
ま
エ
コ
セ
メ

ン
ト
化
施
設
」
に
運
び
、
エ
コ
セ

メ
ン
ト
に
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま

す
。

　

二
ツ
塚
処
分
場
で
は
、
多
摩
地

域　

市
１
町
、
約　

万
人
の
ご
み

２５

４００

を
受
け
入
れ
て
お
り
、
日
の
出
町

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の

も
と
、
灰
の
エ
コ
セ
メ
ン
ト
化
や

燃
え
な
い
ご
み
の
埋
め
立
て
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。　

　

ご
み
の
最
終
処
分
場
を
他
に
つ

く
る
こ
と
は
大
変
困
難
で
あ
り
、

ま
た
埋
め
立
て
に
は
限
り
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
エ
コ
セ
メ
ン

ト
化
施
設
の
稼
動
に
よ
り
、
処
分

場
の
延
命
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

冬
は
暖
房
の

使
用
が
多
く
、

照
明
を
つ
け
る

時
間
も
長
く
な

り
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
使
用
量
が

増
え
る
季
節
で

す
。
ウ
ォ
ー
ム

ビ
ズ
を
実
践
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
使

用
量
を
削
減
し

ま
し
ょ
う
。

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
の
ポ
イ
ン
ト

○
暖
房
時
は
室
温
を　

度
設
定
に

２０

す
る
。
使
用
し
て
い
な
い
部
屋
の

暖
房
を
切
る
な
ど
、
過
剰
な
暖
房

を
避
け
る
。

○
温
か
い
空
気
は
部
屋
の
上
部
に

滞
留
す
る
た
め
、
扇
風
機
な
ど
で

循
環
さ
せ
る
。
適
度
に
加
湿
し
体

感
温
度
を
上
げ
る
。

○
ひ
ざ
掛
け
等
で
保
温
、
首
・
足

首
・
手
首
の
「
３
つ
の
首
」
を
温

め
る
。
靴
下
や
ス
ト
ー
ル
な
ど
身

近
な
も
の
で
冷
え
を
防
ぐ
。

○
冬
が
旬
の
食
材
、
根
菜
類
、
特

に
生
姜
な
ど
は
体
を
内
側
か
ら
温

め
る
効
用
が
あ
る
た
め
、
食
事
に

取
り
入
れ
る
。

○
家
族
や
ご
近
所
同
士
が
一
つ
の

部
屋
や
場
所
に
集
ま
る
「
ウ
ォ
ー

ム
シ
ェ
ア
」
で
楽
し
く
省
エ
ネ
を

す
る
。

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

冬
の
省
エ
ネ

「
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
」

に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
周
辺

一
帯
を
巻
き
込
む
大
惨
事
に
な
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

中
身
が
残
っ
て
い
な
く
て
も
必

ず
月
一
回
の
「
有
害
物
」
の
収
集

日
に
、
透
明
・
半
透
明
の
袋
に
入

れ
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

▲おもちゃの病院の様子

■申
 

電
話

※
モ
デ
ル
ガ
ン
な
ど
の
危
険
な
お

も
ち
ゃ
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

※
中
古
購
入
な
ど
で
最
初
か
ら
壊

れ
て
い
た
お
も
ち
ゃ
の
持
ち
込
み

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

展
示
即
売
し
ま
す

生
ご
み
処
理
容
器　

く
う
た
く
ん

■持
 

認
印
（
助
成
金
の
申
請
に
必
要

で
す
）

■費
 

３
千
円
（
本
体
価
格
６
千
円
の

う
ち
３
千
円
を
市
で
助
成
）

▽
「
く
う
た
く
ん
」
の
特
徴

○
直
径　

㎝
・
高
さ　

㎝

３３

４３

○
臭
い
が
し
ま
せ
ん
。

▲エコセメントを使用したコンクリー
ト製品

　

一
人
ひ
と
り
が
「
日
の
出
町
に

は
最
低
量
の
焼
却
灰
し
か
持
ち
込

ま
な
い
」
と
い
う
思
い
で
、
ご
み

の
分
別
を
徹
底
し
、
古
紙
、古
布
、

缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ビ
ン
な
ど

資
源
と
な
る
も
の
は
リ
サ
イ
ク
ル

し
、
更
な
る
ご
み
の
減
量
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

▲燃えたガスボンベ

▲ウォームビズロゴ
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月

日
〜

月
1
日
は

11

25

12

犯
罪
被
害
者
週
間

犯
罪
被
害
者
週
間
に
、
犯
罪
被
害
者
等
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
名
誉
、

■問

自分で　 をつけてみましょう !
□硬い物が食べにくくなった
□汁物でむせることがある
□口の渇きが気になる
□言葉が話しにくい
□いつまでもおいしく食事がしたい

上記のうち一つでも　 がついた方は、
ぜひご参加ください。

高齢 
福祉 
高齢 
福祉 

障害 
福祉 
障害 
福祉 

　

障
害
の
あ
る
子
が
親
亡
き
後
も

地
域
社
会
の
中
で
安
心
し
て
生
き

て
い
く
た
め
に
、
家
族
が
知
っ
て

お
く
べ
き
こ
と
を
分
か
り
や
す
く

紹
介
し
ま
す
。

■日
 
　

月
６
日（
火
）

１２
■時
 

午
前　

時
〜
正
午

１０

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
４
階

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

９０
■講
 

渡
部　

伸
氏
（
行
政
書
士
）

■申
 

電
話
、
フ
ァ
ク
ス

※
フ
ァ
ク
ス
を
利
用
の
方
は
、
各

窓
口
・
市 　 
で
チ
ラ
シ
を
入
手
し

HP

記
入
、
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
参
加
に
あ
た
り
、
何
か
配
慮
が

必
要
な
方
は
事
前
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係　

5　

・
５
６
７
７

３７８

　
　

歳
を
過
ぎ
た
ら
実
践
し
た
い

６５

声
に
よ
る
訪
問

ふ
れ
あ
い
電
話

　

ふ
れ
あ
い
電
話
は
、
定
期
的
に

電
話
を
か
け
、
声
に
よ
る
訪
問
を

行
い
、
話
し
相
手
に
な
っ
た
り
、

安
否
確
認
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

■対
 

お
お
む
ね　

歳
以
上
の
一
人
暮

６５

ら
し
の
方
（
日
中
一
人
で
過
ご
し

て
い
る
高
齢
者
）
で
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
な
い
方

■申
 

窓
口
、
電
話

■先
 

■問
 

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

お
届
け
し
ま
す

生
活
支
援
品

　

生
活
上
の
負
担
軽
減
と
安
否
確

認
を
行
う
た
め
、
次
の
対
象
世
帯

宅
に
生
活
支
援
品
（
ご
み
専
用
小

袋　

枚
入
り
１
袋
）
を
１
世
帯
に

１０
１
袋
お
届
け
し
ま
す
。

※
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

が
戸
別
訪
問
し
、
お
渡
し
し
ま
す

　

み
ど
り
ク
ラ
ブ
は
、
お
お
む
ね

　

歳
以
上
の
方
が
「
友
達
が
ほ
し

６０い
！
」
「
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
！
」
「
生
涯
健

康
！
」
な
ど
の
思
い
で
集
ま
っ
て

い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

各
ク
ラ
ブ
で
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
、
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
、
レ

ク
ダ
ン
ス
な
ど
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
活

動
、
カ
ラ
オ
ケ
や
民
謡
、
手
芸
な

　従業員を1人でも雇用している事業
主は、労働保険（労災・雇用）の加入
が義務付けられています。
　従業員が安心して働けるように、労
働保険の加入手続きがお済みでない事
業主のみなさん、今すぐ加入の手続き
をしてください。
■問ハローワーク府中・雇用保険適用課 
1042－336－8617、八王子労働基準
監督署労災課　1042－680－8923

口
腔
機
能
向
上
講
座

元
気
ア
ッ
プ
！

歯
つ
ら
つ
教
室

入
会
募
集
中

み
ど
り
ク
ラ
ブ
（
老
人
ク

ラ
ブ
）

各みどりクラブ代表者連絡先
連絡先代表者名クラブ名地域

377－8270 関  口 　 光  基 
せき ぐち こう き

第一寿会矢野口北部

378－2656 田  中 　 勇 
た なか いさむ

第二寿会矢野口南部

377－7843 相  馬 　 吉  之  助 
そう ま きち の すけ

常春会東長沼

377－7548 松  本 　 和  美 
まつ もと かず み

長寿会大丸

377－6014 山  本 　 脩 
やま もと おさむ

福寿会大丸・都営団地

377－3707 亀  井 　 正  常 
かめ い まさ つね

高砂会押立

331－6574 新  倉 　 孝  一 
にい くら こう いち

常盤会坂浜・若葉台

331－2426 木  本 　 保  典 
き もと やす のり

あゆみ会平尾

331－7005 山  本 　 元  子 
やま もと もと こ

むつみ会平尾宅地分譲
・平尾住宅

404－8015 中  川 　 利  昭 
なか がわ とし あき

向寿会向陽台・長峰
百村・若葉台

331－4746 岸  田 　 允  宏 
きし だ のぶ ひろ

杜の会若葉台
（ワルツの杜）

350－1621 田  渕 　 昌  男 
た ぶち まさ お

ゆうわ会
若葉台
（ファインストー
リア）

ど
の
趣
味
活
動
、
友
愛
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
市 　 
で
も
各

HP

ク
ラ
ブ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

■申
 

電
話

■先
 

居
住
す
る
地
域
の
ク
ラ
ブ
の
代

表
者
（
左
表
参
照
）

■問
 

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

口
腔
ケ
ア
の
方
法
や
、
表
情
豊
か

に
楽
し
く
で
き
る
口
腔
体
操
を
、

歯
科
衛
生
士
が
教
え
ま
す
。

■対
 

お
お
む
ね　

歳
以
上
の
方

６５

■日
 
　

月　

日（
火
）・　

日（
火
）

１２

１３

２０

※
２
日
間
コ
ー
ス

■時
 

午
前　

時
〜
正
午

１０

■場
 

総
合
体
育
館
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル

ー
ム

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

３０
■申
 

電
話
〔　

月　

日（
水
）〜
〕

１１

１６

■先
 

■問
 

高
齢
福
祉
課
地
域
支
援
係

障
害
者
週
間
講
演
会

障
害
の
あ
る
子
の
家
族
が

知
っ
て
お
き
た
い
「
親
な

き
あ
と
」

一一人人ででもも雇雇っったたらら、、
入入ろろうう
労労働働保保険険

～～事事業業主主のの皆皆ささんん、、
1111月月はは「「労労働働保保険険適適用用促促進進

強強化化期期間間」」でですす～～

▲グラウンドゴルフ大会の様子

子育て 
教育 
子育て 
教育 

　

年
に
一
度
の
児
童
館
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
す
。
楽
し
い
企
画
を
用

意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■対
 

０
〜　

歳
未
満
の
児
童
（
未
就

１８

学
児
は
そ
の
保
護
者
の
方
）

■日
 
　

月　

日（
土
）

１２

１０

■時
 

午
後
１
時
〜
４
時　

分
３０

■内
 

模
擬
店
、
ヨ
ー
ヨ
ー
、
ゲ
ー
ム

コ
ー
ナ
ー
、
大
道
芸
ス
テ
ー
ジ

■場
 

■問
 

本
郷
児
童
館　

1　

・
６
５

３７８

０
０紹

介
し
ま
す

青
少
年
育
成
地
区
委
員
会

　

青
少
年
育
成
地
区
委
員
会
は
、

青
少
年
の
健
全
育
成
、
非
行
化
防

■時
 

午
後
４
時
〜
８
時

■場
 

城
山
文
化
セ
ン
タ
ー
（
陽
だ
ま

り
ス
ペ
ー
ス
、
児
童
館
プ
レ
イ
ル

ー
ム
、
小
会
議
室
）

■内
 

学
習
支
援
、
ス
ポ
ー
ツ
、
食
育

イ
ベ
ン
ト
、
相
談
な
ど

■問
 

児
童
青
少
年
課
青
少
年
係
、
い

な
ぎ
Ｆ
Ｆ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
廣
田
） 

1　

・
４
８
５
０

３７９

稲城市青少年育成地区委員会
正副委員長会名簿

副委員長委員長地区
種田　匡延　根岸　瑞代矢野口
高松　繁行、大越　幸也
紅林　晶子　石橋　良生東長沼

清水　弘美、香取　博行
大貝　健一◎藤野　邦夫大　丸

五十嵐光則、塩崎　哲史
塩崎　一代、此村　義明　平海　孝志百　村

榎本　光晴、野口　慎次
池田　裕子、佐藤　由美　清水　隆男坂　浜

白井　　隆、安藤まゆみ　小野瀬広志平　尾
清水　政志、坂上　雅代
須崎　直子　伴　　幸起押　立

小山由紀子、橋　　謙太
石森　康友、小越　和宏　川迫　悦郎向陽台

田中　洋子、永井　俊道
八木　幸恵、淡路かほる
岡本　　章

　木村　　智長　峰

高田　秀子、千葉　俊二
千田　謙一、後藤　直樹　高瀬　徳子若葉台

◎は正副委員長会の会長です。

止
運
動
、
地
域
住
民
へ
の
広
報
・

啓
発
活
動
・
地
域
の
諸
団
体
と
の

連
携
等
、
幅
広
い
分
野
に
わ
た
っ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

異
年
齢
の
子
ど
も
達
が
、
様
々

な
体
験
を
す
る
場
と
し
て
、
次
の

よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

各
地
区
の
主
な
活
動

　

盆
踊
り
･
運
動
会
･ 
塞 
の
神
等

さ
い

の
地
域
行
事
、
稲
城
ふ
れ
あ
い
の

森
等
で
の
キ
ャ
ン
プ
、農
業
体
験
、

ラ
ジ
オ
体
操
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
め
る
活

動
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
各
地
区

の
代
表
は
右
表
の
と
お
り
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
 

児
童
青
少
年
課
青
少
年
係

　

Ｆ
Ｆ
（
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｌ
ｙ　

Ｆ
ａ
ｍ
ｉ
ｌ
ｙ
）
で
は
「
ホ
ッ
と

く
つ
ろ
げ
る
居
場
所
づ
く
り
」
を

目
的
と
し
、
思
春
期
の
中
高
生
向

け
に
居
場
所
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、親
で
も
な
い
、

先
生
で
も
な
い
第
三
者
と
の
関
わ

り
を
持
つ
こ
と
で
、
多
感
な
思
春

期
を
上
手
に
乗
り
越
え
て
い
く
こ

と
を
願
い
、
運
営
し
て
い
ま
す
。

■日
 

毎
週
水
曜
日

▲盆踊り（大丸）の様子

開
放
し
て
い
ま
す

中
高
生
の
居
場
所
・
Ｆ
Ｆ

　下表の職種を募集しています。詳細は市�を確認し、ご応募ください。
■問人事課人事給与係

報酬募集人数対象・応募資格募集職種雇用形態

月額206,200円
若干名

保健師資格をお持ちの方子ども家庭支援センター
相談員

嘱託員

①

月額193,400円保育士資格をお持ちの方保育士②

月額156,100円1人市税などに未納が無く、
心身ともに健康な方市税等収納嘱託員③

時給1,840円～

若干名

保健師、助産師、歯科衛
生士のいずれかの資格を
お持ちの方

助産師・保健師・
歯科衛生士

臨時職員

④

時給940円特に無し図書館の司書業務⑤

時給1,070円市内在住の20歳以上で、
健康な方（資格必要無し）調理補助等⑥

※③＝収納課、④＝保健センター（1378－3421）、⑤＝第二図書館（1377－1866）、⑥＝
学校給食課（1377－8904）にお問い合わせください。

稲稲城城市市でで一一緒緒にに働働ここうう！！ 職職員員募募集集

▲中高生が集まっている様子

み
ん
な
で
遊
ぼ
う
！

本
郷
児
童
館
ま
つ
り

　

要
介
護
状
態
に
な
る
前
の
高
齢

者
の
リ
ス
ク
や
社
会
参
加
状
況
を

把
握
し
、
地
域
の
抱
え
る
課
題
を

特
定
す
る
た
め
に
、
対
象
の
約
２

千
人
に
調
査
票
を
郵
送
し
ま
す
。

「
稲
城
市
介
護
保
険
事
業
計
画（
第

７
期
）
」
（
平
成　

年
度
策
定
予

２９

定
）の
資
料
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

■対
 

要
支
援
１
〜
要
介
護
２
の
認
定

を
お
持
ち
の
方
（
軽
度
認
定
者
）、

稲
城
市
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
の
事
業
対
象
者
、
要

介
護
認
定
を
持
た
な
い　

歳
以
上

６５

で
無
作
為
に
抽
出
さ
れ
た
方

■日
 
　

月
中
旬
〜
下
旬

１１
■問
 

高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
係

ご
協
力
く
だ
さ
い

介
護
予
防
・
日
常
生
活
圏

域
ニ
ー
ズ
調
査

（
受
領
印
が
必
要
）
。

■対
 

平
成　

年　

月
１
日
現
在
、
市

２８

１１

内
に
住
所
を
有
す
る　

歳
以
上
の

７５

ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
、　

歳
以
上

７５

高
齢
者
の
み
世
帯

▽
配
布
期
間　
　

月
下
旬
か
ら
順

１１

次
配
布

■問
 

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係



犯
罪
被
害
者
週
間

生
活
の
平
穏
へ
の
配
慮
の
重
要
性
等
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。　

■問
総
務
契
約
課
総
務
係

（5）　代表電話は042－378－2111 28・11・15

凡例

▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

保険 
年金 
保険 
年金 

消防署 消防署 

　

栗
山
武
氏
は
、
平
成　

年
に
消

１２

防
団
員
を
任
命
さ
れ
て
以
来
、
多

年
に
わ
た
り
地
域
に
お
け
る
防
災

活
動
に
貢
献
さ
れ
稲
城
市
消
防
団

第
一
分
団
分
団
長
と
し
て
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。そ
の
功
績
に
対
し
、

　

月　

日
に
東
京
都
か
ら
賞
状
及

１０

２７

び
記
念
章
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

■問
 

防
災
課
消
防
団
係　

1　

・
７

３７７

１
１
９

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

助
成
し
ま
す

人
間
ド
ッ
ク
検
診
料
・

　
　
　
　
　
　

脳
ド
ッ
ク
検
診
料

　

人
間
ド
ッ
ク
検
診
料
・
脳
ド
ッ

ク
検
診
料
の
２
分
の
１
に
相
当
す

る
額
（
上
限
額
２
万
円
）
を
助
成

し
ま
す
。
申
請
は
、
受
診
日
の
属

す
る
年
度
に
つ
き
、各
１
回
で
す
。

■対
 

申
請
日
現
在
、
納
期
限
の
到
来

し
た
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を

完
納
し
て
い
る
方

■持
 

被
保
険
者
証
、
医
療
機
関
が
発

行
し
た
人
間
ド
ッ
ク
ま
た
は
脳
ド

ッ
ク
の
領
収
書
、
印
鑑
（
朱
肉
を

使
う
も
の
）
、
通
帳
な
ど
振
込
先

の
分
か
る
も
の

■申
 

窓
口

■先
 

■問
 

保
険
年
金
課
後
期
高
齢
者
医

療
係

被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
た
時

　
　
　
　
（
葬
祭
費
の
支
給
申
請
）

　

被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
た
時
、

葬
祭
を
行
っ
た
方
（
喪
主
）
へ
、

葬
祭
費
と
し
て
５
万
円
を
支
給
し

ま
す
。

■持
 

被
保
険
者
証
、
喪
主（
申
請
者
）

の
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）
、

　

住
所
や
名
前
に
変
更
が
あ
っ
た

際
に
は
、
速
や
か
に
変
更
届
を
ご

提
出
く
だ
さ
い
。
届
け
出
が
さ
れ

て
い
な
い
と
、
ね
ん
き
ん
定
期
便

等
の
各
種
お
知
ら
せ
が
届
か
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
届
け
出
先

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の

方
＝
稲
城
市
保
険
年
金
課
年
金
係

②
厚
生
年
金
加
入
者
及
び
そ
の
被

扶
養
配
偶
者
の
方
＝
勤
務
先

③
年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
方
＝

稲
城
市
保
険
年
金
課
年
金
係
ま
た

は
府
中
年
金
事
務
所

※
住
民
票
コ
ー
ド
で
住
所
変
更
が

分
か
る
方
の
届
け
出
は
原
則
不
要

で
す
。　

※
介
護
施
設
入
所
に
よ
り
、
現
住

所
と
住
民
票
の
住
所
が
異
な
る
方

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合

算
療
養
費
制
度

　

本
制
度
は
、
健
康
保
険
の
給
付

と
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
両
方
利

用
し
て
い
る
世
帯
の
自
己
負
担
額

を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。

　

健
康
保
険
と
介
護
保
険
の
限
度

額
を
そ
れ
ぞ
れ
適
用
後
、
自
己
負

担
の
年
額
（
８
月
〜
翌
年
７
月
の

一
年
分
）
を
合
算
し
、
算
定
基
準

額
（
左
表
参
照
）
を
超
え
る
場
合

に
差
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。　

　

平
成　

年
７
月　

日
時
点
で
稲

２８

３１

城
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方
の
う
ち
、
対
象
と
な
る

可
能
性
が
あ
る
世
帯
の
方
に
は
今

年
度
中
に
通
知
と
申
請
書
を
発
送

し
ま
す
。　

■先
 

■問
 

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険

係
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
自
己

負
担
額
に
つ
い
て
＝
高
齢
福
祉
課

介
護
保
険
係

平成27年8月1日～平成28年7月31日の算定基準額
69歳以下の方

医療費と介護サービス費の
自己負担額の合算額区分所得要件

（総所得金額等－33万円）
212万円ア901万円超または所得未申告
141万円イ600万円超～901万円以下
67万円ウ210万円超～600万円以下
60万円エ210万円以下
34万円オ住民税非課税世帯

※69歳以下の方は、一つの医療機関（入院と外来は別計算）につき、
同じ月内で21,000円以上自己負担したものが計算対象となります。

70～74歳の方
医療費と介護サービス費の
自己負担額の合算額所得区分

67万円現役並み所得者
56万円一般
31万円Ⅱ

低所得（住民税非課税等）
19万円Ⅰ

※低所得Ⅰで介護保険の受給者が複数いる世帯は、算定基準額の適用方
法が異なります。

会
葬
礼
状
の
原
本
ま
た
は
葬
儀
の

領
収
書
の
写
し
、
通
帳
な
ど
振
込

先
の
分
か
る
も
の

■申
 

窓
口
、
郵
送

※
申
請
書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
他
「
資
格
喪
失
」
「
相
続

人
代
表
者
・
口
座
の
指
定
」
の
手

続
き
が
あ
り
ま
す
。

■先
 

■問
 

保
険
年
金
課
後
期
高
齢
者
医

療
係納期限

11月30日（水）

国民健康保険税
（第5期）

安心！納税！口座振替 ! !
■問 収納課

は
、
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。　

■問
 

府
中
年
金
事
務
所　

1　
・　
・

０４２
３６１

１
０
１
１

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど

　

防
災
行
政
無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー

を
市
内　

カ
所
に
設
置
し
て
い
ま

５７

す
が
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
の
距
離

や
地
形
な
ど
に
よ
っ
て
は
聞
き
取

り
づ
ら
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
場
合
は
、
無
料
の
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
や
メ
ー
ル
配
信
サ
ー

ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

防
災
行
政
無
線
専
用
テ
レ
ホ
ン
サ

ー
ビ
ス

　

防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容
を

い
つ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。
過
去

　

回
分
の
内
容
が
録
音
さ
れ
て
い

１０ま
す
の
で
、
確
認
し
た
い
内
容
が

流
れ
る
ま
で
聞
き
続
け
て
く
だ
さ

い
。

※
電
話
が
集
中
し
た
際
は
、
再
度

お
か
け
直
し
く
だ
さ
い
。

▽
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

1
０
８
０
０
・　

・
９
９
９
１

８００

稲
城
市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

　

防
災
行
政
無
線
の
内
容
は
、
メ

ー
ル
で
も
配
信
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
火
災

情
報
な
ど
も
受
信
で
き
ま
す
。

▽
登
録
方
法

○
市 　 
内
「
稲
城
市
メ
ー
ル
配
信

HP

サ
ー
ビ
ス
」
か
ら
登
録

○
「http://w

w
w
.ikkr.jp

/inagicity/

」
に
ア
ク
セ
ス

（
携
帯
電
話
の
方
は
下
記
Ｑ
Ｒ
コ

東
京
都
消
防
褒
賞
を
受
賞

稲
城
市
消
防
団
第
一
分
団

分
団
長
栗
山

武
氏
（
矢

野
口
）

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

防
災
行
政
無
線
・
稲
城
市

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
を

配
信
し
ま
す

の
災
害
時
に
は
、
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム
（
Ｊ－

ア
ラ
ー
ト
）
か

ら
国
の
緊
急
情
報
が
配
信
さ
れ
ま

す
。
そ
の
情
報
を
確
実
に
皆
さ
ん

へ
お
伝
え
す
る
た
め
、
市
内
で
情

報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

■日
 
　

月　

日（
火
）

１１

２９

■時
 

午
前　

時
ご
ろ

１１

▽
配
信
内
容　

左
表
参
照

■問
 

防
災
課
防
災
係　

1　

・
７
１

３７７

１
９

　例年12月は交通事故死者数が増加します。東京都では年末期の交通事
故や渋滞防止を図るため、次の項目を重点とし、キャンペーンを行います。

■問稲城市管理課交通対策係、多摩中央警察署　1042－375－0110

ー
ド
）

■問
 

防
災
課
防
災
係　

1　

・
７
１
１
９
、

３７７
稲
城
市
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
＝
秘
書
広
報

課
広
報
広
聴
係

内　容情報
伝達手段

【放送内容】
ピンポンパンポン（コールサイン）
これは、テストです
これは、テストです
これは、テストです
ピンポンパンポン（コールサイン）

防災行政
無線

【配信内容】
国民保護情報が国より発報されま
した。
消防庁より配信される情報をお知
らせします。
「即時音声合成」
2016年11月29日11時00分
これは、テストです。
対象地域：全土区域
本メールは消防庁が発信するＪ－
アラート情報を元に自動配信して
います。

稲城市
メール配信
サービス

ＴＯＫＹＯ交通安全キャンペーンＴＯＫＹＯ交通安全キャンペーン
やさしさが 走るこの街 この道路やさしさが　走るこの街　この道路

1122月月11日日（（木木））～～77日日（（水水））

国
民
年
金

住
所
や
名
前
に
変
更
が

あ
っ
た
際
は
届
け
出
が
必

要
で
す

防
災
行
政
無
線
が
聞
き
取

り
づ
ら
い
方
へ

▲栗山　武氏

　
　

月　

日
に
稲
城
市
大
丸　

番

１０

１２

２９５

地
付
近
で
発
生
し
た
火
災
で
、

（
株
）小
池
商
店
社
員
の
山
本
浩
二

さ
ん
・
中
村
浩
三
さ
ん
が
初
期
消

火
を
行
い
ま
し
た
。

　

火
災
の
消
火
に
協
力
し
被
害
が

軽
減
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
消
防
署

長
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。 稲

城
消
防
署
長
よ
り
感
謝

状
贈
呈

▲中村浩三さん（中央）、山本浩二さん（右）

⑤違法駐車対策の推進
○違法駐車は、渋滞や交通事故を引き起こす原因になります。絶対にやめ
ましょう。
○短時間の駐車でも必ず駐車場やパーキングメーターを利用しましょう。
○車や二輪車で外出する際は、あらかじめ駐車場の場所を確認しましょう。

④飲酒運転の根絶
○飲酒運転は悪質な犯罪です。「飲んだら乗らない・乗るなら飲まない」
を絶対に守りましょう。
○二日酔いでも飲酒運転です。運転する前日は深酒を控えましょう。
○車を運転する人に酒を勧めたり、飲酒している人に車を貸したり、飲酒
運転の車に同乗することも犯罪です。絶対にやめましょう。

③二輪車の交通事故防止
○重大事故の原因となる速度超過、無理な追い越し、割り込みは絶対にや
めましょう。
○二輪車の性能や自己の運転技能を過信せず、カーブの手前では十分に速
度を落とす等、安全運転を心がけましょう。
○ヘルメットは正しく着用し、自分の体を守りましょう。胸部プロテクタ
ーも有効です。

②自転車の安全利用の推進
○夕暮れでも、必ずライトを点灯しましょう。
○ヘルメットを着用し、周りの安全をしっかり確認して運転しましょう。
○「自転車の禁止行為」は絶対にやめましょう。

①子供と高齢者の交通事故防止
○信号を守る、横断歩道を渡るなど、基本的な交通ルールを守りましょう。
○自宅付近の慣れた道でも、油断せず、左右の安全を確認して横断するな
ど、他の交通に注意しましょう。
○外出時には、明るく目立つ服装を心がけ、「反射材」を身に着けて車の
運転者に「自分の存在をアピール」しましょう。

■問
 

消
防
総
務
課
消
防
総
務
係　

1

　

・
７
１
１
９

３７７



28・11・15 代表電話は042－378－2111　（6）

 ■費 費用（記載のない場合は無料）　■申 申込方法（記載のない場合は不要）　■限 申込期限　■先 申込先　■主 主催　■共 共催　■問問い合わせ

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
助
成
制
度

市
で
は
大
地
震
に
対
し
、
住
宅
の
耐
震
性
能
を
判
断
す
る
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
工
事
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

■先
■問
都
市
計
画
課
開
発
指
導
係

健康 
医療 
健康 
医療 

予
防
接
種

Ｂ
Ｃ
Ｇ
（
結
核
）

■対
 

接
種
日
現
在
、
生
後
１
歳
に
至

る
ま
で
の
お
子
さ
ん

※
標
準
的
な
接
種
時
期
は
、
生
後

５
カ
月
に
達
し
た
時
か
ら
生
後
８

カ
月
に
達
す
る
間
で
す
。

■日
 
　

月
８
日（
木
）

１２
■時
 

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

３０

※
受
付
開
始
時
は
大
変
混
み
合
い

ま
す
の
で
、
時
間
を
ず
ら
し
て
ご

来
場
く
だ
さ
い
。
ま
た
車
で
の
来

場
、
付
き
添
い
の
方
の
来
場
も
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

■持
 

母
子
健
康
手
帳
、
予
診
票

※
対
象
年
齢
を
過
ぎ
る
と
自
費
と

な
り
ま
す
。
当
日
接
種
で
き
な
い

方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■場
 

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３

３７８

４
２
１

　

簡
単
な
料
理
を
作
り
な
が
ら
コ

ツ
を
学
び
、
２
日
間
の
講
習
で
苦

手
な
料
理
を
克
服
し
ま
し
ょ
う
。

■対
 

料
理
初
心
者
や
苦
手
な
方
で
２

日
間
参
加
可
能
な
方

■日
 
　

月
１
日（
木
）・　

日（
金
）

１２

１６

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
１
時　

分

１０

３０

■場
 

城
山
公
民
館
実
習
室

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

１６
※
学
齢
前
の
お
子
さ
ん
の
保
育
有

り
（
申
込
先
着
順　

人
）

１０

■持
 

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用

具
、
手
拭
き

■費
 
　

円
（
２
日
分
）

４００
■申
 

電
話
〔　

月　

日（
火
）〜
〕

１１

１５

■限
 
　

月　

日（
金
）

１１

２５

■主
 

健
康
な
食
事
づ
く
り
推
進
員

■先
 

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３

３７８

４
２
１

看
護
師
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
駅
前
の
保
健
室

実
施
し
ま
す

Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
エ
イ
ズ
）
検
査

　

ク
ラ
ミ
ジ
ア
・
梅
毒
・
淋
菌
も

同
時
に
検
査
で
き
ま
す
。

■対
 

感
染
の
機
会
か
ら　

日
経
過
し

６０

て
い
る
方

■日
 

実
施
＝　

月
６
日（
火
）、
結
果

１２

説
明
＝　

月　

日（
火
）

１２

１３

■時
 

午
後
２
時
〜
５
時

■場
 

南
多
摩
保
健
所
（
多
摩
市
永
山

２
の
１
の
５
）

■定
 
　

人
（
会
場
先
着
順
）

３０
■問
 

南
多
摩
保
健
所
感
染
症
対
策
担

当　

1　

・　

・
７
６
６
１

０４２

３７１

健
康
づ
く
り
調
理
師
研
修
会

塩
分
減
ら
し
て
も
、
満
足
感
ア
ッ

プ　

の
美
味
し
く
な
る
コ
ツ

!!
■対
 

調
理
師
、
調
理
員
の
方

■日
 

■場
 

①　

月
１
日（
木
）＝
グ
リ
ナ

１２

ー
ド
永
山（
多
摩
市
永
山
１
の
４
）

②　

月
８
日（
木
）＝
多
摩
市
消
費

１２
生
活
セ
ン
タ
ー
（
多
摩
市
永
山
１

の
５
）

■時
 

午
後
２
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

■定
 
　

人
５０

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

■内
 

①
講
話
②
講
義
と
調
理
実
習

■費
 
　

円
５００

※
１
日
の
み
受
講
で
も　

円
が
か

５００

か
り
ま
す
。

■日
 
　

月　

日（
土
）

１１

１９

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
１
時

１０

■場
 

矢
野
口
駅
改
札
前

■内
 

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
健
康
相
談

■問
 

市
立
病
院
看
護
部
長
室　
1　
・３７７

０
９
３
１

　都合により、下記の日程は眼科の外
来診療をお休みさせていただきます。
■日12月2日（金）終日休診
■問市立病院医事課外来係
　1377－0931

■対
 

生
後
１
〜
６
カ
月
の
乳
児
を
持

つ
両
親
及
び
祖
父
母

■日
 
　

月　

日（
水
）

１１

３０

■時
 

午
後
２
時
〜
４
時

■場
 

市
立
病
院
健
診
・
外
来
棟
２
階

講
座
室

■費
 

一
家
族　

円
７００

■申
 

電
話

■申
 

電
話

■先
 

■問
 

南
多
摩
保
健
所
保
健
栄
養
担

当　

1　

・　

・
７
６
６
１

０４２

３７１

脳
卒
中
市
民
公
開
講
座

予
防
が
一
番
！
お
口
の
ケ
ア
も
大

事
！
脳
卒
中
を
一
緒
に
勉
強
し
ま

し
ょ
う

■日
 
　

月
９
日（
金
）

１２
■時
 

午
後
２
時
〜
４
時

■場
 

イ
オ
ン
モ
ー
ル
多
摩
平
の
森（
日

野
市
多
摩
平
２
の
４
の
１
）

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

６０
■申
 

電
話

■限
 
　

月　

日（
木
）

１１

１７

■先
 

■問
 

南
多
摩
保
健
所
保
健
医
療
担

当　

1　

・　

・
７
６
６
１

０４２

３７１

講
演
会
開
催

知
っ
て
得
す
る
！
お
医
者
さ
ん
と

の
対
話
術
〜
先
生
と
の
信
頼
関
係

を
き
ず
く
た
め
の
コ
ツ
〜

■日
 
　

月
９
日（
金
）

１２
■時
 

午
後
２
時
〜
４
時

■場
 

Ｊ
Ｔ
Ｂ
フ
ォ
レ
ス
タ
（
多
摩
市

永
山
２
の
１
の
７
）

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

５０
■申
 

電
話

■限
 
　

月
２
日（
金
）

１２
■先
 

■問
 

南
多
摩
保
健
所
医
療
安
全
支

援
セ
ン
タ
ー　

1　

・　

・
７
６

０４２

３７１

６
１

参
加
者
募
集

調
理
講
習
会
保
育
付
き
講
座

「
大
人
の
家
庭
科
室
」

稲
城
Ｓ
Ｕ
Ｎ

Ｇ
Ｏ
（
産

後
）
ク
ラ
ブ
〜
産
後
の
育

児
相
談
＆
ヨ
ガ

■先
 

■問
 

市
立
病
院
看
護
部
長
室　

1

　

・
０
９
３
１

３７７

市立病院市立病院
眼科外来休診眼科外来休診

11月15日～12月１日の休日急病診療所・休日薬局
診療時間＝午前9時～午後5時 ���� ■問保健センター　1378－3421

地区薬局医療機関日程

矢野口

稲城薬局
1370－2182

こせき内科クリニック
1377－003520日（日）

市役所通り薬局
1377－9599

かじわら内科・泌尿器科クリニック
1370－877023日（水・祝）

東長沼かしの木薬局
1370－4193

稲城腎・内科クリニック
1370－761127日（日）

12月の申込受付 ������� ■場■先■問保健センター　1378－3421

備考実施日
（12月）対象事業名

前日まで
に予約

14日（水）平成26年11月生まれ2歳歯科健康診査

  9  日（金）平成26年5月生まれ2歳6か月児
歯科健康診査

  2  日（金）安定期に入られた方妊婦歯科健康診査

  3  日（土）

初産婦とそのパートナーの方

両親学級
（パパ・ママコース）
※

【1コース2日制】
  9  日（金）
16日（金）

母親学級
（マタニティコース）
※

  5  日（月）第1子の保護者
（平成28年7月生まれ）

離乳食調理講習会
※

2日前まで
に予約  2  日（金）未就学児母子健康相談

※両親学級・母親学級は各先着20組まで、離乳食調理講習会は先着25人

南
多
摩
保
健
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

福
祉
く
ら
し
の
相
談
窓
口
で

は
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
、
仕
事

を
探
し
た
い
、
借
金
の
返
済
に
困

っ
て
い
る
、
食
べ
る
も
の
が
な
く

て
困
っ
て
い
る
な
ど
の
皆
さ
ん
の

お
困
り
の
相
談
を
伺
い
、
自
立
し

た
生
活
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■先
 

■問
 

生
活
福
祉
課
地
域
福
祉
係
福

祉
く
ら
し
の
相
談
窓
口

　今年度最後の募集です。
■対昭和57年4月1日以前生まれの方
※原則1年度に1回の受診
※胃等の手術をした方、治療中の方、腎
疾患・心疾患で水分制限のある方、妊娠
中の方を除く。

▽検診方法　問診、バリウムによる胃部
エックス線撮影検査
■日平成29年1月22日（日）
■時午前7時45分～正午　※時間指定不可
■場保健センター　■定50人
※申込者多数の場合は抽選。抽選結果は、
2週間前までに申込者全員に郵送します。
■費1,370円　※保険割合1割負担＝450
円、2割負担＝910円
■申持参、郵送、「東京共同電子申請・届出
サービス」�（携帯電話の場合は右記Ｑ
Ｒコード）
※保健センターで
申込書に記入し、
提出可
■限11月25日（金）
必着
■先■問保健センター
（〒206－0804稲
城市百村112－1） 
1378－3421

胃がん検診希望
平成29年

1月22日（日）実施分
1．氏名（フリガナ）
2．生年月日（年齢）
3．住所
4．電話番号
5．前回検診年月日
　 （分かる範囲で）

▲申込記入例

日曜日に実施日曜日に実施
胃がん検診（検診車）胃がん検診（検診車）

胃がん検診
■対35歳以上の方（昭和57年4月1日以前生まれの方）
※原則1年度に1回の受診
※胃等の手術をした方、治療中の方、腎疾患・心疾患で
水分制限のある方、妊娠中の方、授乳中の方等を除く。
※昭和51年4月2日～昭和52年4月1日生まれの方は、5
月中旬頃に送付した受診勧奨券をご利用ください。

▽検査方法　問診、バリウムによる胃部エックス線撮影検査
■費1,370円　※保険割合1割負担＝450円、2割負担＝910円
乳がん検診
■対40歳以上の方（昭和52年4月1日以前生まれの女性で、
昨年度未受診の方）
※既に乳がんと診断された方または治療中の方、妊娠中・
授乳中の方を除く。

▽検査方法　問診、視触診、マンモグラフィ検査
■費2,430円　※保険割合1割負担＝810円、2割負担＝1,620円
子宮 頸 がん検診

けい

■対20歳以上の方（平成9年4月1日以前生まれの女性で、
昨年度未受診の方）
※既に子宮頸がんと診断された方または治療中の方、妊
娠中の方を除く。

▽検査方法　問診、視診、内診、細胞診検査
■費2,110円
※20歳代（昭和62年4月2日～平成9年4月1日に生まれ
た方）は無料
※保険割合1割負担＝700円、2割負担＝1,400円

肺がん検診
■対40歳以上の方（昭和52年4月1日以前生まれの方）
※既に肺がんと診断された方または治療中の方、妊娠中
の方を除く。

▽検査方法　問診、低線量胸部ＣＴ撮影
■費4,150円
※保険割合1割負担＝1,380円、2割負担＝2,760円
◆共通事項

▽実施医療機関
①市立病院健診センター（平日、胃がん検診は12月3日・
平成29年2月18日の土曜日も実施）
②ベリエの丘クリニック（平日、土曜日実
施。子宮頸がん検診のみ）
■申持参、郵送、「東京共同電子申請サービ
ス」�（携帯電話の場合は右記Ｑ
Ｒコード）
※保健センターで申込書に記入
し、提出可
※毎月22日締切、翌月上旬に対象
者へ、受診券と受診案内を郵送しま
す。届きましたら各医療機関へご自
身で直接予約をし受診してください。

▽申込期限　平成29年1月22日

▽受診期限　平成29年3月15日
■先■問保健センター（〒206－0804
稲城市百村112－1）　1378－3421

受診しましょう！平成28年度がん検診受診しましょう！平成28年度がん検診
がんの早期発見のために、各種がん検診を実施しがんの早期発見のために、各種がん検診を実施していますています

○○がん検診希望
1．氏名（フリガナ）
2．生年月日（年齢）
3．住所
4．電話番号
5．前回検診年月日
　 （分かる範囲で）

▲申込記入例

福福
祉祉
くく
らら
しし
のの

相相
談談
窓窓
口口



（7）　代表電話は042－378－2111 28・11・15

凡例

▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

就
労
支
援
情
報
仕
事
を
探
し
て
い
る
方
、
資
格
取
得
を
目
指
し
て
い
る
方
等
に
様
々
な
就
労
支
援
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
市 　 
内
「
く
ら
し
・
手
続
き→

就
労
・
産
業
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
■問
経
済
観
光
課
商
工
係

HP

受
講
者
募
集

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ミ
ニ
講
座

（

月
開
講
講
座
）

12

　今年もインフルエンザの流行時期を迎えようとしてい
ます。インフルエンザは毎年12～3月ごろに流行がみら
れるウイルス感染症で、一般的な「かぜ」よりも発熱や
全身の 倦  怠  感 といった症状が強く現れます。また、感染

けん たい かん

力が強いのも特徴で、小児ではしばしば学級閉鎖の原因
となり、法律により出席停止期間も定められています。
　現在ではインフルエンザの迅速検査も気軽に行えるよ
うになり、流行時期に発熱で受診された場合にはまず検
査を行い、もし陽性であれば抗インフルエンザ薬を使用
するのが一般的となりました。
　検査を希望して受診される方もたくさんいますが、検
査をするのに適切なタイミングがあるのはご存知でしょ
うか。インフルエンザ検査はウイルスの成分を確認する
検査ですので、ある程度ウイルスが身体の中で増殖して
いないと、正確な検査結果が得られません。つまり発熱
してあまり時間が経っていないと、実際にはインフルエ
ンザなのに、「インフルエンザではない」という結果に
なることが多くなってしまいます。そのため検査を行う
のであれば発熱から12～24時間以上経過してからが適
切と言われています。
　早めに診断し治療することも重要ですが、十分な睡眠
や休養も大切ですので、インフルエンザかどうかを知る
ためだけに、子どもの安静を奪う形で曜日や時間に関わ
らず医療機関を受診することは得策とは言えません。水
分も摂れ、ある程度活気があるような状態であれば発熱
翌日に受診するくらいがちょうどいいタイミングでしょ
う。もちろん、ぐったりしていたり、水分も全く摂れな
かったりするような場合には早めの受診が必要なことも
ありますので注意してください。また、そうならないた
めにも手洗い、マスク着用、ワクチン接種などの予防も
心がけましょう。

稲城市医師会　� 畠 　 和  章 
ばたけ かず あき

インフルエンザ

ヘルスメーター

　

対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
方

は
期
限
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
細
は
申
請
書
類
や
市 　 
を
HP

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
類
は
広
報
い
な
ぎ
９
月

１
日
号
・　

月
１
日
号
・　

月
１

１０

１１

日
号
と
一
緒
に
配
布
し
ま
し
た
が
、

申
請
は
１
人
１
回
限
り
で
す
。

■申
 

郵
送

※
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

必
要
書
類
を
添
付

■限
 
　

月
１
日（
木
）消
印
有
効

１２
■先
 

生
活
福
祉
課
臨
時
福
祉
給
付
金

担
当

■問
 

○
生
活
福
祉
課
臨
時
福
祉
給
付

金
担
当
（
東
長
沼
２
１
０
６
の
５

マ
ス
ヤ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
２
階
）　

1　

・
８
８
７
６
（
平
日
午
前
９

３７７
時
〜
午
後
５
時
）

○
厚
生
労
働
省
給
付
金
専
用
ダ
イ

ヤ
ル　
1
０
５
７
０
・　
・　
〔
平

０３７

１９２

日
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
（　

月
１２

　

日
ま
で
は
土
・
日
曜
日
、
祝
日

１８も
開
設
）
〕

振
り
込
め
詐
欺
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

詐
取
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

○
市
や
厚
生
労
働
省
等
が
給
付
金

支
給
の
手
数
料
等
の
振
り
込
み
を

　

災
害
な
ど
で
避
難
が
難
し
い
ひ

と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障
害
者

の
安
否
を
、
近
所
の
方
な
ど
で
確

認
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

自
力
で
の
避
難
に
不
安
の
あ
る
方

は
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

※
登
録
し
た
情
報
は
、
稲
城
消
防

署
や
警
視
庁
多
摩
中
央
警
察
署
、

お
住
ま
い
の
地
域
の
自
治
会
や
民

生
児
童
委
員
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
等
で
共
有
し
ま
す
。

■対
 
　

歳
以
上
の
高
齢
者
及
び
障
害

６５
者
で
自
力
避
難
の
難
し
い
方
等

■申
 

■先
 

「
災
害
時
要
援
護
者
登
録
カ

ー
ド
」
を
生
活
福
祉
課
地
域
福
祉

係
に
提
出

※
カ
ー
ド
は
、
生
活
福
祉
課
、
平

尾
・
若
葉
台
出
張
所
、
各
文
化
セ

ン
タ
ー
で
入
手
可

避
難
が
難
し
い
方
の
手
引
き

　

登
録
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
日

頃
か
ら
の
心
が
け
や
災
害
が
起
き

た
時
に
す
べ
き
こ
と
を
ま
と
め
た

「
災
害
時
要
援
護
者
防
災
行
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
お
配
り
し
ま
す
。

■問
 

生
活
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は「
世
界
人
権
宣
言
」

が
採
択
さ
れ
た　

月　

日
（
人
権

１２

１０

商商商商商商商商商商商商商

工工工工工工工工工工工工工

会会会会会会会会会会会会会

■対
 

起
業
に
興
味
が
あ
る
方
、
起
業

し
て
間
も
な
い
方

■日
 

平
成　

年
１
月　

日（
日
）・　

２９

１５

２２

日（
日
）、
２
月
４
日（
土
）・　

日
１２

（
日
）・　

日（
土
）

１８

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
４
時　

分

１０

３０

■場
 

三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ
７
階
（
三
鷹

市
下
連
雀
３
の　

の
４
）

３８

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

４０
■費
 

５
千
円
（
全
５
回
分
）

■申
 

電
話

■先
 

■問
 

商
工
会　

1　

・
１
６
９
６

３７７

シシシシシシシシシシシシシ
ルルルルルルルルルルルルル
バババババババババババババ
ーーーーーーーーーーーーー
人人人人人人人人人人人人人
材材材材材材材材材材材材材
セセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーー

■対
 

採
用
時
に
高
等
学
校
卒
業
以
上

の
方

▽
採
用
日　

平
成　

年
３
月
１
日

２９

▽
選
考
方
法　

書
類
審
査
、
一
般

　

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
で
は
入
門
・

年
賀
状
作
成
の
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ミ
ニ
講
座
で
は
ブ
ロ

グ
や
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
作
成
を
行

い
ま
す
。
費
用
や
申
込
方
法
な
ど

の
詳
細
は
チ
ラ
シ
、
「
稲
城
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」 　 
を
ご

HP

覧
く
だ
さ
い
。　

■問
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
パ
ソ

コ
ン
講
習
会
係　

1　

・
２
２
１

３７７

２

お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
給
付
金
の
申
請
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

地
域
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
安
心

し
て
選
択
し
利
用
で
き
る
よ
う
、

様
々
な
事
業
を
無
料
で
行
っ
て
い

ま
す
。

▽
利
用
方
法　

ご
相
談
は
、電
話
、

フ
ァ
ク
ス
、
手
紙
な
ど
い
ず
れ
で

も
お
受
け
し
ま
す
。

■日
 

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、　

月　
１２

２８

日
〜
１
月
４
日
を
除
く
）

■時
 

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

３０

１５

分相
談
事
業

○
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い

て○
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
の

権
利
擁
護
相
談
に
つ
い
て

○
成
年
後
見
制
度
の
利
用
に
つ
い

て○
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い

て
の
苦
情
相
談

高
齢
者
、
障
害
者
の
た
め
の
法
律

相
談
（
事
前
予
約
制
）

　

弁
護
士
が
、
遺
産
相
続
、遺
言
、

権
利
侵
害
、
財
産
侵
害
、
消
費
者

被
害
、
成
年
後
見
制
度
な
ど
の
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

■日
 

毎
月
第
３
水
曜
日

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業

　

判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
認
知

症
高
齢
者
・
知
的
障
害
者
・
精
神

障
害
者
の
方
、
判
断
能
力
は
十
分

あ
る
が
支
援
の
必
要
な
高
齢
者
、

身
体
障
害
者
の
方
に
対
し
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
手
続
き
の
お
手

伝
い
、日
常
的
な
金
銭
の
支
払
い
、

通
帳
な
ど
の
大
切
な
書
類
を
お
預

か
り
し
保
管
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

※
契
約
後
の
お
手
伝
い
は
有
料

苦
情
解
決
委
員
会

　

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に

対
す
る
疑
問
や
苦
情
を
受
け
付
け
、

適
切
か
つ
迅
速
に
そ
の
解
決
を
図

り
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。現
在
、

受
け
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
に
苦
情
や

不
満
を
お
持
ち
で
、
直
接
事
業
者

に
相
談
で
き
な
い
方
は
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■問
 

稲
城
市
福
祉
権
利
擁
護
セ
ン

タ
ー
あ
ん
し
ん
・
い
な
ぎ〔
〒　
・
２０６

　

稲
城
市
百
村
７
（
福
祉
セ
ン

０８０４タ
ー
内
）
〕　

1　

・
５
４
５
９
、

３７８

5　

・
４
９
９
９
、
� kenri@

３７８

inagishakyo.org

ごご
登登
録録
くく
だだ
ささ
いい

災災
害害
時時
要要
援援
護護
者者

市市
民民
相相
互互
支支
援援

ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク

月月
４４
日日
〜〜

日日

１１２２

１１００

はは
人人
権権
週週
間間

身身
近近
なな
ここ
とと
かか
らら

考考
ええ
よよ
うう

デ
ー
）
ま
で
の
１
週
間
を
「
人
権

週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

身
近
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
、

人権相談

問い合わせ相談内容・電話番号時間相談日相談名

公益財団法人
東京都人権啓発センター
103－3871－0212、
103－3876－5373

弁護士による電話法律相
談（10分程度、無料）
103－5824－9620、
103－5824－9621

午後5時～8時12月8日（木）夜間人権
ホットライン

東京法務局八王子支局
（八王子市南大沢2－27
フレスコ南大沢11階）
1042－670－6240

法務局職員または人権擁
護委員による面談または
電話相談
（人権相談ダイヤル）
10570－003－110

午前8時30分
～午後5時15分

月～金曜日
※祝日、年末年始
を除く。

常設
人権相談所

稲城市
市民協働課市民生活係

人権擁護委員による面談
（会場＝市役所）
※予約は随時受付、午前
8時30分～午後5時（正
午～午後1時を除く）に
電話（1378－2286）
で予約してください。

午後1時30分
～4時30分

毎月
第1・第3金曜日
※広報いなぎ毎月
1日号相談あんな
い参照

人権・身の上
相談

募
集
し
ま
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

正
規
職
員

教
養
試
験
、
論
文
試
験
、
面
接

▽
募
集
人
員　

１
人

▽
業
務
内
容　

経
理
、
庶
務
等
全

般
と
し
た
一
般
事
務

※
詳
細
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
で
配
布
し
て
い
る
募
集
要
項
を

ご
覧
く
だ
さ
い
〔　

月　

日（
水
）

１２

１４

ま
で
配
布
〕
。

■申
 

持
参
、
郵
送

■限
 
　

月　

日（
金
）必
着

１２

１６

■問
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

1

　

・
２
２
１
２

３７７

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
（
左
表
参

照
）
。

■問
 

総
務
契
約
課
総
務
係

 　 
たか

月月
11
日日（（
木木
））締締
めめ
切切
りり

１１22平平
成成

年年
度度

2288

臨臨
時時
福福
祉祉
給給
付付
金金

障障
害害
・・
遺遺
族族
年年
金金

受受
給給
者者
向向
けけ
給給
付付
金金

創
業
塾

（
５
日
間
コ
ー
ス
）

ごご
利利
用用
くく
だだ
ささ
いい

稲稲
城城
市市
福福
祉祉
権権
利利

擁擁
護護
セセ
ンン
タタ
ーー

ああ
んん
しし
んん
・・
いい
なな
ぎぎ



28・11・15 代表電話は042－378－2111　（8）

広報いなぎは再生紙を使用しています。 

11.15
第1226号 稲城のイチオシ情報をお届けします 

プラス 

PlusPlus

Plus

2016
平成28年 

お
詫
び
と
訂
正

広
報
い
な
ぎ　

月
1
日
号
8
面
の
「
稲
城
市
の
鳥
決
定
」
の
タ
イ
ト
ル
の
中
で
、「
第　

回
Ⅰ
の
ま
ち
い
な
ぎ
市
民
祭
」
と
あ
る
の
は
「
第　

回
Ⅰ
の
ま
ち
い
な
ぎ
市
民
祭
」
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。　

■問
企
画
政
策
課
企
画
政
策
係

11

45

15

▽開庁時間　午前8時30分～正午、午後1時～5時

▽窓　　口　市民課、保険年金課（国民健康保険係のみ）、
課税課、収納課〔過年度分の税外債権（料金）
の納付書の再発行・相談等は行いません〕

次の休日開庁日は11月26日（土）

　秋の風を感じながら、自然豊かな稲城のまちを
歩きます。先着100人に「稲城なしのすけ缶バッ
ジ」を配布します。
※障害のある方などは事前にご相談ください。
■日11月23日（水・祝）　※小雨決行

▽集合時間　午前9時30分（午前10時出発）
■場地域振興プラザ

▽コース（予定）　地域振興プラザ～いなぎ発信
基地ペアテラス～大丸用水～北緑地公園（昼食・
レクリエーション）～稲城大橋～地域振興プラザ
※途中解散も可

▽服装　歩きやすい服、靴
■持昼食、飲み物、敷物、雨具など
■問稲城市民憲章推進協議会事務局（市民協働課協
働推進係）

　よみうりランドの冬の風物詩「ジュエルミネーシ
ョン」を散策しながら、写真の撮り方をプロのカメ
ラマンに学ぶツアーを実施します。撮った写真は講
師に講評して頂きます。
①よみうりランドで撮影
■日12月11日（日）　■時午後4時30分～7時ごろ

▽集合場所　よみうりランド入場ゲート前
■持デジタル一眼レフカメラまたはミラーレス一眼カ
メラ、三脚、懐中電灯
②撮影した写真の講評
■日12月25日（日）　■時午後3時～5時30分
■場ｉプラザ中会議室
■持撮影した写真をＡ4サイズに印刷したもの（2～3
点）
◆共通事項
■定20人（申込先着順）　■講飯吉　茂雄氏（写真家）
■申電話〔11月15日（火）～〕
■先■問経済観光課観光係

　市内学校吹奏楽の演奏やハンドベル演奏、
市内団体のバレエダンス、子ども会の応援
ダンス、キャンドル点灯も行います。
■日11月26日（土）　※雨天中止
※中止の際は稲城市メール配信サービスで
お知らせします。
■時午後4時～　■場矢野口駅ロータリー
■問区画整理課南武線・三駅整備係

参加者募集
稲城市民憲章推進協議会
市民ふれあい歩こう会

撮り歩き写真講座撮り歩き写真講座
参加者募集
稲城市民憲章推進協議会
市民ふれあい歩こう会

点灯式を開催します
矢野口駅前きらきら
フェスタ2016

点灯式を開催します
矢野口駅前きらきら
フェスタ2016

寒くなってきたけど、
一緒に見たら、温かい気持ちになれるかな

首都圏最大級！500万球の宝石イルミネーション

▽ライトアップ期間　10月14日～平成29年2月19日（日）

▽ライトアップ時間　午後4時～8時30分
※12月17日（土）～25日（日）は午後9時まで

▽問い合わせ　よみうりランド　1044－966－1111、稲城市経済観光課観光係

詳詳細細はは「「よよみみううりりラランンドド」」ホホーームムペペーージジででごご確確認認くくだだささいい。。

若若葉葉台台駅駅前前
1111月月1199日日（（土土））～～

平平成成2299年年11月月99日日（（月月・・祝祝））

矢矢野野口口駅駅前前
1111月月2266日日（（土土））～～

平平成成2299年年22月月2200日日（（月月））

稲稲城城駅駅前前
1122月月11日日（（木木））～～

平平成成2299年年11月月33日日（（火火））

平平尾尾団団地地商商店店会会
1111月月1155日日（（火火））～～

平平成成2299年年11月月3311日日（（火火））


